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資料室

26)PeΦepaTHBH戚)KypHa",FeomrH兄:発行BcecoIo-

3HH亙HHcT胚TyTHayqH0直nTexH皿qecK0重HHΦop-

Ma町HK(BHHHTH):月刊(別に索引2巻):26x20.5

cm,600p.前後(露文)(第1図)

27)PeΦepaTHBH戚)KypHa",FeoΦn3脳a:発行Bcecぴ

I03HH班HHCTnTyTHayHH0童HTeXHHqeCK0直HHΦ01

pMa岬虹(BHHHTH):月刊(別に索引2巻)126×20.5

cm,300p｡前後(露文)(第1図)

今までお話してきた抄録誌のすべてをはるかにしのぐ

ボリュｰムに驚かされるのがこの抄録誌です.これに

優るのは現在では購入をやめている･Chemica1Abst.

raC亡S総編"があるにすぎませんし比肩し得るのは前号

で紹介したフランスの“Bu11etinSigna1るtique,Bib1io-

graphiedesSciencede1aTe工re"だけでしょう.

抄録論文数は年間に26)が5万を越え27)が3万

に達し抄録語数は1論文当り最大800語前後平均250

～300語ですが用語の省略化によって語数のわりには

内容が詳しくときには挿図まで掲げ採録論文･単行

書の原語に制約がありません.地球科学関係の抄録誌

としては世界最高のものといって差支え狂いでしょう.

聞くところによると｢BHHHTH｣の抄録職員総数は約

1,700名加えて抄録に協力している自然科学者の総数

は22,000名を越え発行する抄録誌の種類は当該2種の

ものを含めて合計150種とのこと.わが国の場合とは

すべて桁違いに大規模です.このrBHHHTH｣そのもの

の詳しい内容は雑誌｢情報管理｣(日本科学技術情報セ

ンタｰ発行:月刊)のマ0L8,n0･12.1965の安倍浩二

･小林和雄論文(第10図)にお任せしてここでぽ実際

の作品にっいてみてみましょう.

抄録のとり方には

1)原著者抄録転載

2)原著抄録の翻訳

3)抄録者抄録

の3方式があり3)が主体をなしています.

日本の研究者が発表した論文の場合を二･三紹介して

みます･因みに日本人の論文はたとえば1976年

3号(地質シリｰズ)の総抄録論文3,218編のうち

104編(3.2%)を占めています.

側1

PeΦePaTHBH嚇XyPHa〃,Fe0〃｡r迦兄掲載文(第

2図)の日本語訳国際十進分類549.7近2,21

3B200｡玄武岩ジオｰド中の霞石.吉田雅八島隆

一.｢岩石鉱物鉱床学会誌｣197570N皿72近5～

248(日本語;抄録英文)

玄武岩(日本国福島県)のジオｰド中では骸看が柱状

針状板状結晶の集合を構成している.当該結晶の下

部は山色申部は褐色衣いし號珀色上部は透明である.

Ng1,684～1,685Nm1,680Np1,529～1,530.

当該薇石の化学組成(%)はCa052.50Mg01.37

Ba00.01Fe2031.14NiO痕跡Mn00.01Sr0
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例1(3B200の項)を含んだ誌面

不溶残溢1.86合計99.98.

原著の英文抄録(第3図)

側2

PeΦepaTHBH嚇XypHa羽,Fe0〃0rH兄掲載抄録文(第

4図)の邦訳UDC552.164

3V418.変成分化作用の力学的側面.鳥海光弘r地

質学雑誌｣197581N皿8505～511(日本語英文抄録)

変成分化作用は一般に強く変形させられた岩石中で進行す

る.同作用は化学的恋作用と考えられている.そこで

変成分化作用に対する力学モデルを提起した.当該力学モ

デルは応力の影響下で部分的なセグリゲｰションの結果生ず

る個々の系の流出分化作用にもとづいたものである､この

力学モデルは岩脈および熔岩流中の斑晶の流出分化作用と比

較できる当該モデルは低変成度岩石中の3個の曹長石斑

状変晶間に緑簾石とチタン石がセグリゲｰションしているこ

とをうまく説明する.

原著の著者による英文抄録(第5図)

押下倣物蜘1…喋会帖

第10図

霊山玄武岩ジオｰド叫Iのアラレ石
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第3図例1の原著の著者抄録

第4図

例2の露文での抄

録(3B418の項)
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図)の邦訳UDC55(99)

3A510東南極大陸酉やまとヌナタクスの地質白石和

行.｢南極資料｣1975N皿5357～74(英文;抄録目本

文)

｢面やまとヌナタクス｣と暫定的に名づけたヌナタク群はや

まと山脈の南西30kmにある.このヌナタク灘は全体とし

てやまと山脈のものと同じような岩石(角閃片麻岩花宙片

麻岩変塩基性岩ペグマタイト)で構成されているがや

まと山脈の場合と違ってチャｰノッカイト類は認められない.

このヌナタク群の岩石組成は南西方150kmに分布するベノレ

ジカ山脈の岩石によく似ている.

原著の著者の日本文要旨と英文抄録(第7図)

例3

PeΦePaTH朋軸XyPHa孤,Fe0皿0rH兄掲載抄録文(第6

例4

PeΦepaTHBH就)KypHa皿,｢e0皿0rH兄掲載抄録文(第8�
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第6図例3の露文抄録

第5図例2の著者自身の英文抄録

図)の邦訳UDC551,435,644;550,349(520)

灯192伊豆半島沖地震〔冒本〕による山崩れの特徴につい

て.大村寛.｢新砂防｣197528N皿117～24(日

本文)

1974年5月9目の地震は震源添本州島東海岸近くの公海(北

緯34.げ東経138.8｡)で深さが20km多数の山崩れを起

こした.その総数は225個所でそのうち200個所は海岸

部であった.海岸断崖での山崩れの大部分は凝灰源措の所

に生じ内陸側部分の山崩れは主にノレｰズな堆積層に相当す

る所に生じた.比較的安定していたのは直線断面を備え

た斜面(19.1%)であって凸型斜面と湾曲斜面ではそれぞ

れ山崩れ総数の32.O%と37.O%の山崩れが記録されている.

山崩れを起こした斜面をオリエンテｰションすると南北方

向の場合が卓越している.本地域の図類･構造線と山崩れ

個所の分布を比較･対照した結果カミ示しているように山崩れ

の分布は1構造断層系おそらく地震によって活化したと思

われる断層系と一致する.構造断層と山崩れ斜面のロｰズ

=ダイアグラムを引証する.

図16参10イｰ･スパｰスカヤ

源論文の著者要旨(日本文)(第9図)

Geo-ogyo『曲eWes亡YamatoNunataks,詐皿asこAnt乱rctica

K眈uyukiSH岨A-S削鮎

さて上記4例をそれぞれ検討してみますと側1は

原著抄録を生かしながらしかし大部分が抄録し直され

ていて3)の方式すなわち抄録者抄録方式に属する

ものといえましょう.原著抄録の英文中に｢……aS

shownin亙ig.2a皿d3.｣といった表現がとられている

部分は日本語での説明の読めたい人々にとって好ましい

ことでは粗いと､智､われます.

側2は基本的には原著英文アブストラクトの露訳で

少し省略された部分があるにすぎません.ですから前

述の2)の方式に入るものと言えます.抄録のとり方

には論文の取り扱い範囲を柱にする場合と論文か強調す

る結論を柱にする場合とくに数値など具体的に示して

意義を明らかにする場合などいろいろありますがいず

れにしても抽象的であってはなりません.原論文から

学ぶべき諸点が不明瞭になるからです.その点例2

は側1よりも原論文自身の抄録がすぐれているように思

われます.

側3は本文が英文抄録が日本文と英文の両方で書

かれているのにPeΦepaTHB脆1童汎ypHaπでは日本文

の抄録しかないかのように表場されています.この露

東南幽大陸,面やまとヌナククス土の地貴

山百三和行仙

要者:第14次南樹地名!教の内帷,凋佃=安は.1973{1{1州にやまと川派1間酋カ30

㎞にある,??の吋〃醜鮒した.この男ナク州はおのおめ300～1.OOOm

の広がりをもつが.大部分は毛レｰン｣傲11一物でおおわれている.'土1走高峰は2,282m

rき.氷床.オ･らの1ヒ甫刮主150口1ヨニｰケぎナェし･.

当地威こみられる岩石は.やまとlI1脈のものと創似し'こいるがIチ.1.一ノッカ

イト類は認められない.泄北端のエナタクは.普鹿角閃石無獲母片麻暢から杜り｡

他のヌナタクは花筒岩1質片麻岩1旗が広く分布する.変塩基性･砦.花陶岩玉'正岩脈､

ペグマタイ1･壮､全地域にみられる､

岩石?産狐およびこの地域の淋造的特徴から一当地城の地貫は,ベルジカ山脈

の地質と密核に関係しているものと､思われる.
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第7図例3の原著の日本文要旨と英文抄録
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第8図例4の露文抄録�
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文抄録方式は2)に相当しますがニュアンスがかなり

異狂る表現になっておりとくに最後の文章は実際の論

文内容を正しく反映していないようです.翻訳の難し

さを如実に示した例と言えるかも知れません.

側4は原著の本文も抄録も日本語だけの場合であら

ためて抄録した3)の方式に入るものです.ソ連での

抄録のとり方を示す1例とも言えます.どのような数

字が求められ知りたがられているかいささか興味を

ひきます.あ校たも原著の日本文要旨(第9図)と比

較してみませんか.

最後に側5として要旨らしい要旨が付されていない日

本語での論文の場合を紹介しておきます.

側5

啄�����㈰�

4G297.日本周辺大陸縁辺部の海底I.茂木昭夫佐藤

任弘｢科学｣1975N皿9551～559(日本文)

日本近海帯で1967年から始められた海底の調査は2海里間隔

の側線で実施されている.海深の測定のほか地震探査

重力測定磁気探査が行なわれ1977年には調査を終え1/

200,000の地質･地形図シリｰズとしてまとめられる･ことに

なっている.海底地形の基本単位として2レベルの陸棚

(当該レベノレの境はが深エ40m線とする)大陸斜面海段

(水深<2,000mの斜面上の狭い平坦域)大陸縁辺地域

(複雑な地塊状地形を備えた海底帯で大陸斜面と海底床と

の間に分布)海底味深海溝が分類される.さまざまな

タイプの大陸縁辺部を形作っている上記単位の各種の組合せ

について述べる.そして氷河期の大陸縁辺部に該当すると

思われる冠水古海岸線に関する資料を掲げる.図14.参

52.イｰ.エス.

全ソ科学技術情報研究所(モスクワ市A-219バルチ

ｰスカヤ通14)の業務は医学を除く自然科学･工学関係

の抄録誌を編纂･出版するだけでなく別に速報として

タイプ印刷の文献目録を出版しさらに翻訳を受けつけ

依頼者に有料で翻訳し送る仕事もひき受けています.

20p･程度の論文なら翻訳を申し込んでから1ケ月くらい

で訳文が手に入るそうです.

外国の単行書の大冊や論文でとくに重要と考えられた

ものは全ソ科学アカデミｰの担当部門の承認を得て外

国文献翻訳局に送り露文に完訳し出版しています.

古くは加藤蔵夫著｢新編鉱床地質学｣近くは渡辺武男

著･編の｢鉱床学の進歩｣さらに地質調査所の｢Ge0-

1ogyandMinera1Resouエ｡esofJapans｣地団研の

rDeve1opmentofJapaneseIs1ands｣の完全露訳がある

ことは周知のところでしょう.

なお日本の地質調査所からこの研究所に月報報告

各2冊が発行の都度送付されています.

伊豆半島沖地震による山崩れの祷徴

CnThe亙e批廻船s･ofSIoPeEai1uresOcc皿1㈹a

by肋舳quickofIz山antook五zi舳n.1974･

大.村斑率

要旨

197.1年5月9目に発生した伊豆半島沖地震による1⊥1崩れを,地帳腕後に撮影Lた二組の空中写真によって解析

した｡半島南部に一生じた山崩れの8割は凝灰角礫着からたる70｡∴90｡の海蝕雌において,残り2･割はやや内陸側

の蛇石噴出物からたる6ぴ前後の斜面で見られた｡これらの半数以上が過去の崩壊地であった｡崩壊個数は震央

から遠ざかるにつれて減衰する働向にあるヵ棚瞭ではたく,最大振棚が27cm以下にたる所で限州ごなる｡また･

崩壊個数の方向性は非凸型斜面で北西を中心にして媒越するのに対し,凸型斜面ではこれを90｡回転した方向に

卓越する｡一方,崩壊面稜は西と南向き斜面で大きく,凸型と非凸型の差は小さい｡これらの班突を説卵するの

に傾斜やS波の贋助方向は重要な因子ではない｡地帳(断層)を生ぜしめた最大圧縮応力の方向に面した斜面が

扱も崩れやすいと考え,地帳後に確認されたN75.W方向の活断胴とNS方向の共役断個からこの主応カプ下向を

求めた｡主応力を受ける面から角0回転した斜面の崩れやすさが｡os0に比例すると考えれば,非凸型斜面での

川峡方向を説呪することができる｡主応力力向に振動が卓越すれば,対応する断榊こ平行な割れ同群(リニアｰ

メソト)のどれかが崩壊と結びつきやすい｡また,割れ日系に規糊された地形系で凸型斜面の崩壊方向を理解で

き.,制れ1三1で閉まれたブロックの大きさが崩壊両棲の一因子になる｡

第9図例4の原著者要旨�


